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充実した夏休みを 
                                         副校長 武内 伸輔

 

７月１３日の学校公開日には、たくさんの保護

者や地域の皆様に参観いただき、ありがとうご

ざいました。今回、1・2 年生は「生活科」、３～6

年生は今年度から時数や内容を拡充した「シ

ブヤ未来科（探究の時間）」の授業を公開しま

した。 

「シブヤ未来科（探究の時間）」では、ここま

での児童自身の取り組み内容を発表する場面

を私も参観しました。子供たちは、自分が「何の

ために」「どのような活動をしてきたのか」「これ

から何をしたいのか」を自分の言葉で発表して

いました。 

先日、新渡戸学園理事長で渋谷区の教育

委員でもある平岩  国泰様を校内研究にお招き

して「シブヤ未来科 (探究の時間)」についてお

話を伺いました。平岩様は教師の役割について

「児童と共に学びを進めていく伴走者である」

とおっしゃっていました。 

「シブヤ未来科（探究の時間）」では、児童

自身が試行錯誤しながらテーマの解決に向か

って進めていきます。我々教師は児童の学びを

支援していきます。 

今後、ますます「生活科」や「シブヤ未来科

（探究の時間）」で保護者や地域の方々に関わ

っていただくことが増えると思います。学校ととも

に、児童の伴走者としてご協力をよろしくお願い

します。 

 

さて、いよいよ明日から夏休みが始まります。 

私が小学校の頃の担任は夏休み前の話で 

 

 

「夏休みでも規則正しい生活を送るように計画

を立てましょう。早起きして朝の涼しいうちに宿

題を終わらせるとよいです。そして日中はプール

に行ったり、帽子をかぶって外で遊んだりしまし

ょう。」と言っていました。私がそれを達成できた

かはここでは書きませんが、地域のお祭りや旅

行など普段とは違うことができるのを楽しみに計

画を立て、それなりに頑張ったつもりです。 

 

夏休みは学校の決まった時程の中での生活

でなく、ある程度時間に自由がある期間です。こ

の機会は自分で立てたスケジュールで計画的に

生活する練習をするチャンスです。 

ぜひ、お子さんと話し合いながら「夏休みに行

いたいこと」と「夏休みに行うこと」をリストアップ

して、夏休みの計画と１日ごとの計画を立ててみ

てください。そして計画どおりにできていたら、そ

のことを褒めるとより効果が上がると思います。 

 

今年の夏も天気予報で「真夏日」「猛暑日」

という言葉を聞くことが多いと思われます。また

夜は熱帯夜、早朝から 30度近い気温では朝の

涼しいうちの勉強や日中に外で遊ぶことなどで

きず、クーラーがなくては熱中症になってしまうよ

うな日が続くかと思います。健康に気を付けて、

ご家庭で普段できない経験をしたり、これまでの

学校の活動を振り返ったりして過ごしていただけ

るとうれしいです。 

今年の夏休みがご家族にとって充実した日々

になることを願っています。 
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